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南極における航空機利用の現状について
①DROMLAN：
ドロンイングモードランド航空網
②陸上恒常滑走路
③冬期定期フライト
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 ドロンイングモードランドで観測を実施する11か国が、大陸間および大陸内各国基地
間の人員および物資輸送を行う航空機を共同で運行するために2003年に設立したコ
ンソーシアム。
 加盟国（11か国）共同議長：M. Kalakoski(フィンランド)、橋田（日本）
南アフリカ、フィンランド、ドイツ、日本、ロシア、スウェーデン、ノルウェー、英国、
ベルギー、インド、 (オランダ)
 会合毎年２回：ポストシーズン会合（5月）、総会・プレシーズン会合（８月）
 運航業務
ALCI社（Antarctic Logistics Centre International) 2001年創立
 機体運航
イリューシン IL76-TD-90VD：Volga-Dnepr社（ロシア）
バスラーターボ BTｰ67 & Twin Otter：Kenn Borek Air社（カナダ）
バスラーターボ BTｰ67：アルフレッドウェゲナー研究所（ドイツ）
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国際南極設営センター
ALCI
ロシア北極南極研究所が主導して設
立(2001)した南極航空輸送会社
南極業務（ケープタウン）
DROMLANの運営組織
The Antarctic Company
（TAC：2004設立)
民間（NGO）の南極観光旅
行に関する契約窓口会社
COMNAP
南極観測実施責任者評議会
DROMLAN創設の舞台(1995年から検討）
PrivatAir社
（ジュネーブ・スイス）
Skytrader社
（メルボルン・豪州）
・ボーイング737BBJ・エアバスA319の運
航委託（大陸間飛行）
・自国空軍機による大陸間飛行も実施
Volga-Dnepr社
（ウリヤノフスク・ロシア）
日本隊によるDROMLAN利用実績
2003.7 DROMLAN設立。日本を含む加盟国調印（COMNAP、ブレスト）。
2003-04　45次隊 5名、ドームふじ掘削1年目実施。
2004-05　46次隊 ７名、ドームふじ掘削2年目実施。
2005-06　47次隊 ７名、ドームふじ掘削3年目実施。日独共同航空機観測（S-17）。ドームふじから急病人の搬送。
2006-07　48次隊 ５名、ドームふじ掘削4年目実施。日独共同航空機観測（S-17）。南極観測50周年記念事業で
VIP昭和基地訪問。
2007-08　49次隊 日本スウェーデン共同トラバース４名、セール・ロンダーネ山地調査７名。
2008-09　50次隊 セール・ロンダーネ山地調査６名。
2009-10　51次隊 セール・ロンダーネ山地調査10名。越冬先遣隊5名、昭和基地入り。南極条約に基づく査察実施。
2010-11　52次隊 日本・ベルギー共同隕石探査（セール・ロンダーネ山地）２名。
2011-12　53次隊 セール・ロンダーネ山地調査５名。南極地域観測統合推進本部航空機分科会による現地調査実施。
2012-13　54次隊 ドームふじ内陸調査９名、日本・ベルギー共同隕石探査４名（セール・ロンダーネ山地）。
2013-14　55次隊 セール・ロンダーネ山地調査４名。越冬隊先遣隊2名、昭和基地入り。
2014-15　56次隊 大陸間航空機のインシデントにより、セール・ロンダーネ山地調査計画中止。DROMLANならびにノル
ウェーの航空網調査実施。
2015-16　57次隊 中央DML(トロール基地・サナエ基地)地学調査４名。ノルウェー航空網利用。
2017-18　59次隊 先遣隊（ドーム旅行・湖沼掘削・ペンギン・設営）18名11月上旬昭和基地入り。復路13名2月上
旬S17から帰国。
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◎豪州の大陸間フライト（2017/18シーズン）
10月26日～3月7日（中断：12月19日～2月3日）
・A319： 13往復
・C17 Globemaster： 6往復
◎USAPの冬期フライト（2017）
・4月～8月：6週間毎にクライストチャーチ～マクマードの
C17 Globemasterフライトを実施。
・NZRAFのBeing757も6月のフライトを実施。
②南極冬期定期フライト
豪州デービス基地
陸上滑走路計画
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